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  以上より、本審査会は本論文を博士（医学）の学位に十分値すると判断した。 
【総括】 
WFC は職種の中では、専門職において有意に高いことが明らかとなった。またWFC
の職種差はシフトワーク、高い要求度、長時間労働などの仕事の特徴と関連することが
示された。 WFCの性差に関しては、仕事の特徴が主要な要因となっていることが明らか
になった。 
これまで行なわれた介入研究では、仕事と家庭に関する社会的支援の強化や支持的な
組織文化が、WFCの軽減や労働者のストレス管理の改善に効果的であったことが報告さ
れている。今後、専門職や女性労働者のストレスの多い仕事の特徴を理解して、対策を
とる必要がある。高い WFCの持続や悪化は健康への影響があり、男性では WFCの持続
が、女性では WFCの悪化が健康度に影響を及ぼす可能性があり、男女で異なる傾向が明
らかとなった。 
 本研究により、労働者の精神的・身体的健康の背景に存在する WFCへの介入の必要性
が示唆された。特に職種や性別に着目することにより、効果的にWFCの高い職種へのサ
ポートを行うことが可能となるものと思われた。 
本研究は地方公務員を対象として行われたものであり、結果をすべての労働者に一般
化することは難しい。また同じ WFCや健康問題を抱えていた場合、男性よりも女性の方
が離職などで調査から脱落していた可能性もある。このような限界はあるものの、本研
究は、日本人の集団において専門職や女性労働者のWFCが悪く、健康への悪影響を及ぼ
しうることを示した点で新規性があり、今後の有効な対策をたてる上での基礎的データ
を提供した点で学術的重要性は高い。 
